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［成果情報名］家畜ふん堆肥の腐熟度判定に用いる発芽インデックス法と根長測定試験法

の精度比較

［要約］家畜ふん堆肥の腐熟度判定法である発芽インデックス法は、一般的に用いられて

いる根長測定試験法より測定しやすく、未熟堆肥を精度よく判定できる。
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［背景・ねらい］

植物を用いた家畜ふん堆肥の腐熟度判定には、一般的にコマツナの発芽率や根長測定試

験法が用いられる。コマツナの発芽率に茎長を加味する発芽インデックス法が考案され、

当場では家畜ふん堆肥の腐熟度判定における発芽インデックス法の実用性を明らかにした

（平成17年度前期成果）。

ここでは、根長測定試験法と発芽インデックス法による家畜ふん堆肥の腐熟度判定を行

い、手技および精度について比較検討する。

［成果の内容・特徴］

１．根長測定試験法では、根の折れや曲がりが発生し根長の測定が困難な検体が生じるの

に対し、発芽インデックス法は茎が円筒形のガイドに沿って直線的に伸長するため茎長

の測定が容易である（表１、図１、２）。

２．根長測定試験法と発芽インデックス法は、ともに酸素消費量で腐熟が進んでいると判

定した堆肥の8割を腐熟が進んでいると判定できる。しかし、根長測定試験法は酸素消費

量で未熟と判定した堆肥の5割以上を腐熟が進んでいると誤判定する（図３）。

［成果の活用面・留意点］

１．発芽インデックス法は、生物を使った家畜ふん堆肥の腐熟度判定法のひとつとして利

用できる。

２．ここでの発芽インデックス法は、当初考案された技術を家畜ふん堆肥の腐熟度判定に

適するように当場で改良したものである。

３．検定には、市販されている専用キット（9,000円/器）を用い、古い種子や保存状態の

悪い種子の使用は避ける。



［具体的データ］

表１ 判定法の概要

根長測定試験法 発芽インデックス法

希釈倍率 現物重の10倍 乾物重の20倍

検定温度 30℃ 25℃

検定期間 3日間 5日間

判定 100以上で完熟 150以上で完熟

注）判定：水で栽培した場合の値を対照として比率で求めた。

図１ 根長測定試験法 図２ 発芽インデックス法
注）左が対照（水のみ）、右が堆肥抽出液 注）左が対照（水のみ）、右が堆肥抽出液

図３ 根長測定試験法と発芽インデックス法の判定結果の比較

注）1．平成16、17年度に福岡県で生産された家畜ふん堆肥80検体を供試

牛ふん堆肥58検体、豚ふん堆肥16検体、鶏ふん堆肥 6検体

2．酸素消費量：市販されているコンポテスタにより測定。単位はμg/g/分。

腐熟が進んだ堆肥：65検体。酸素消費量の平均値1.2±0.5。

未熟な堆肥：15検体。酸素消費量の平均値6.7±3.9。
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